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． め 概況  

 

 

蹊学園 1重1「 明治 『監 池袋 地 蹊実務学校 創立 起源 現

在 学校 中学校 高等学校 大学 大学院 総 学園 武蔵 市 祥寺

立地 ワン ャン 教育 研究活動 行 い 創立以来 創立者中 春 目

指 教育理念 あ 自 的精神 涵養 個性 見伸長 目指 独自 人間教育 実

践 数多く 人 社会 送 出 い  

 

 現在 大学 中心 私立学校 巻く環境 非常 厳 く 少子高齢化 18

歳人口 減少 学校間競 一 激 い い 一方 大学 学校教育 対

社会 要請 益々大 く い 政府 高校教育 大学教育 大学入試

一体的改革 目指 現行 大学入試 ン 試験 変わ 思考力や表現力 視

試験 入 検討 い 「01監 求 新 い能力 獲得 向

政府 教育再生実行会議 中 高等学校 大学 通 課題解決

向 主体的 協働的 能動的 学 ン 授業 革新

学 質 高 深 視 必要 あ 新 い教育 在 方 提示

い  

 

う 学校教育 対 社会的要請 応え いく 私学 蹊独自

価値や教育 質 高 社会 評価 選 学校 あ く 学園 学

校 大学 一体 総力 結集 様々 教学改革 組 い 「01「

度 学園創立 100 周 機 学園長制度 入 新 ン 体制

整え 学園長 統括 「01」 度 「018 度 盤 間 達 期間 中期計

画 中期 目標 策定 組 開始 い  

 

環境変化 激 い 社会 自 課題 設定 解決 向 多様

者 協働 解決 い い 求 う 人 要請

応え く 中期 目標 自 課題 見 解決 人 育

ン 掲 実現 様々 施策 実施 い  

 

「01盤 度 頁以降 載 あ 中期 目標 掲 各施策 組

中心 各学校 法人部門 計画 業 実施 い  
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．中期計画 中期重点目標 つい  

 

学園 「01」 度 盤 間 達 期間 中期 目標 策定

ン 自 課題 見 解決 人 育  

達 確 基礎学力 豊 教養 わ 修得

読 力 文章 書く力 数理 強い力等 醸 自 意見

人 伝え 情報 信力 求 養う 少人数 や

型授業 ン 要 基礎学力 身 利用

法 学 現実 課題解決 体験 実践力 鍛え 必要 あ 留学 異文化

体験 ン ン 経験 ン 活動 社会問題 触

実社会 学 挑戦 環境や機会 豊富 提供 要 う

一連 教育 学校 大学 一貫教育 中 展開 いく 自

課題 見 解決 人 輩出 い 考え い  

具現化 化 推進 教育 研究 質 向

組織 経営基 強化 産業界 地域 連携 柱 各施策

い 達 目標 達 期限 評価指標 評価基準 等 定 P）（A 適

運用 いく 「018 い 目標 達 う 組 い
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．グ バ 化 推進  

社会 存 個性 揮 人 育 く 学校 大学

一貫教育 中 外国語 ン能力 修得 海外留学 実

体験 裏打 国際感覚 身 や制度 充実 図 い

 

● グ バ 人材 育成 ● 英語力強化へ 取組 ● 中高 け 海外学習、異文化体験機会 拡

充 ● 小学校 け 海外学習機会 拡充 ●教育 研究活動 国際化 促進 

 

．教育 研究 質 向上  

社会 求 人 育 真 社会 必要 能力 授 教育 転換

必要 あ 学生 生徒 児童 主体的 学 引 出 卒業時 能力 保証

向 いく 教育方法 改善や 改革 組織的 組 い  

● 教育 的改善 ● 成蹊中学 高校生徒 質を保証 教育改革、進路支援等 推進 

● 成蹊小学校児童 質を保証 教育改革等 推進 ● 一貫教育 強化 

● I（T 活用教育 充実 ● 学外 識者 外部評価委員会 設置 

● 教員 教育 研究 専念 環境 整備 ● 教育 研究 評価 ● ツ活動支援 

● 健康的 安全 児童 生徒 学生 生活環境 整備 

 

．組織 経営基盤 強化  

教育 研究活動 展開 いく 土 いえ 組織 経営基 強化 積極的

組 教学部門 ン 改革 組織力 向 や業務 効率化 務

基 強化等 教学改革 推進 いく 経営資源 基 強化 図  

● 教学部門 バ ン 改革 ● 内部統制 整備 充実 ● 事務職員 人事制度改革 

● IR Instじtutじonal Resear続し 機能 強化 ● 財務基盤 強化 向けた取組 

● 卒業生 同窓会組織 連携強化 

  

．産業界 地域 連携  

課題解決 実践 体験型学習 産業界 連携や ャン 立

地 武蔵 地域 連携 強固 ン ン や 型授

業 ン 活動や共 研究 教育 現場 社会 接 多面的 増や い

 

● 企業 適応 た社会人基礎力 醸成 

● 産学連携 共同研究 拡充及び競争的資金 獲得推進  ● 生涯学習機会 拡充 

● 地域社会 連携 推進  ● 学生 ランテ 活動 支援 

● 地域 愛さ 成蹊学園 推進 
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．中期重点目標施策を め 主 事業内容 

 

グ バ 化 推進 

 大 学  

グ バ 人材 育成 

新入生向 短期留学 定着 あ 「01盤

度 充実 検証 目指 「01盤 度 派遣 学生全員 1「

T４分I（-IP 試験 験 義務 英語力 検証 行う 定

「017 度 実施 定  

短期協定留学先 中国語研修先 湾 大学 派遣 検討 始

あわ ン 語 研修先 ン 政府留学局 企画 い

続amたつ上 切ちaそ続探 派遣 目指 中期協定留学 ン ン 充

実 目指 ン 大学 協定 締結 検討 長期協定校 い

３A切SA。世界規模 留学 関わ 教員 職員 専門家 非営利団体) 主催

大会 教職員 派遣 新 協定先 開拓 行い  

「01監 度 開始 蹊国際 充実 目指  

「01『 度 入 充実 目指 英語部会 い

等 検討 績付 標準化 目指 探-せ探aちそじそざ

英語 活用 く検討 行い  

学生 異文化交流活動 々 活 化 い 「01盤 度

分そざせじ上し （しa下 Tじm探 等 企画 P）（A 進 良い交流活動 場 的

提供 定  

 

教育 研究活動 国際化 促進 

「018 度 い 外国人教員等 比率 監0％以 外国語

論文 著書 海外研究者 共 研究や国際 ン ン ワ 等 企画

や報告 国際的 研究活動 行 い 教員 比率 80％以 中期

目標 「01盤 度 引 外国人教員 用や教員 海外研修等 拡充 検討

外国語 教授法 関 FD 講演会 検討 実施 国際

的 研究活動 行う教員比率 増加策 い 検討 行い  

 

 中学 高等学校  

英語を中心 語学力強化へ 取組 

昨 度 入 英語力検証 GT分（ さぞち STU）分３TS 結果 今 度

生徒 英語 中心 語学力 い 検証 踏 え 定 到達目

標 到達状況確 必要 あ 目標 修 行い  
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今 度 高校 1 生 い 「 」 割形態 英語

授業 実施 少人数授業 生徒 語学力向  

 

海外学習、異文化体験機会 拡充 

今 度 中高生 自 ン 参加 う 良質

維持 拡充 入 や 留学 異文化体験参加者

報告会 通 生徒 体験や経験 機会 大  

 

  国際バ  

）P ）じたせぞma Pちぞざちamm探 候補校 定 踏 え 具体的 学

園 実現 向 能性 時 海外大学 進学 設置

い 検討 開始  

 

 小 学 校  

英語を中心 語学力強化へ 取組 

児童英検 答率 均 重0％近く う 『 実施

100％ い 児童 い 伸 測定 い 児

童 実態 い い 英検 Jち. 代わ 外部 能性

い 一貫教育推進英語 会議 引 多

読 構築 目指 い 多聴 汎

用性 あ ワ 作 行 い  

 

海外学習機会 拡充 

現在実施 い 体験学習 い 新 交流校 校確保

「01盤 度 8 新 夏期体験 実施 定

例 参加希望数 あ 計 盤0 程度 児童派遣 実現 向 具体的

容や 確立 い  

交流校 「校 参加人数 確保 い 学校差 生

い う 配慮 大 い 現地 学校 好的 信頼関

構築 図 「校 体験 大 差 い 力

い う い 考え い  
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教育 研究 質 向上 

 大 学  

教育 的改善 

「018 度 い 学 教育 対 卒業時 学生満足度調査 学 教

育 満足 い 学生 割 80％以 中期目標 「01盤 度 主

以 う 容 組  

高等教育開発 支援 ンタ 運用 

高等教育開 支援 ン 日 高等教育開 協会 JA分） 証 切）

専門家 あ 専任 准教授 中心 学修

果 測定方法 等 開 学修 入 切） S） 活動

推進 高い SA S下つ正探そ下 A上上じ上下aそ下 TA T探a続しじそざ A上上じ上下aそ下 育 活

用 新 検証 改善 支援等 検討 準備 組 実行 能

時実施  

   教員 教育改革 改善活動 対 積極的支援 

学 教育活動 一 活性化 教育水準 向 展 図 目的

必要 教育 課題 解決 教育改革 改善 活動

支援 「01監 度 引 経費  

学生 主体的 問題 見 解 見出 いく能動的学修

ン 教育 質的転換 求 一形態 型

授業 PB１：Pちぞす探続下 Ba上探正 １探aちそじそざ 奨励 「01監 度 引

型授業奨励金 公募 実施 支援  

 

  I（T 活用教育 充実 

「018 度 い 授業評価 ン I（T 活用 授業 学生 満足

度 学修意欲 向 割 盤0％以 I（T 活用 い 授業

割 盤0％以 中期目標 「01盤 度 教室視聴覚設備 ネ

ワ 環境 整備 的 組 「01『 度 大学教育

全面的 更新 教職員 学生 I（T 利用 進 講習会等 引

実施  

 

  教育 研究 評価 

「018 度 い 教育 研究活動等 対 評価体制 構築 組織的活用

P）（A 中 具体的 改善 向 組 行わ い 中期目標

い 組 一 学修意欲 学修 果 向 目的

授業評価 ン い 含 科目 実施 開始

「01盤 度 「01監 度 結果 基 質問項目 見直 授業担当者
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績評価 講評 教員 顕彰制度 切）委員会等 教育改善

組織的 組等 い 検討 進  

部質保証 運用 い 教員 研究 評価 関 現行 評価

体制 検証 改善 含 P）（A 具体的 改善 向 組 「01監

度 引 実施  

教員業績管理 公開 具体的 活用方法 検討 大学基準協会

第 「 期 証評価 審 「01」 度 「01『 度 行 学習院大学

相互外部評価 今後 あ 方 い 引 検討 進  

学 切） 活動 活性化 一 教育 質 向 図 目的

優 授業 行 い 者又 授業改善 組 顕著 あ 者 顕彰 蹊大

学教育活動顕彰制度 「01監 度 創設 運用 開始 「01盤 度

制度 効果的 活用 い 検討 進  

 

   中学 高等学校  

現在 い 活動支援 教員 教育 研究 専念 環境 整備

諸活動 加え 以 ～ い 今 度 特 項目 考え 「017

度 実現 向 実現 能 具体的改革案 提示 検討審議 組  

学力向上 全人教育 

中 指 補習制度 充実 図 学習習慣 定着や適度 荷 学習 確

保 部活動 学習 ン 学校生活 い 具体的 案 審議

蹊大学や OB OG 力 借 生徒 知的好奇心 満足

具体的 企画 実施  

中高 6 間 通 具体的 ャ 意識醸 ン 策定 引 行い

 

 

進学実績 向上 

生徒 個性や才能 自覚 彼 い知識 自

進路 決定 多様 進路希望 実現 う 最大限  

旧制高校 伝統 進学校 あ 踏 え 1990 代並 進学実績 目指

現役志向増加 現状 対応 具体的 対応策 い 検討 開始  

工夫 含 海外大学進学希望者 具体的

案 い 検討  

 

学び 変化へ 対応 

学 外 研修 通 教育界 動向や 校 状況 い 今以 情報

収集 共 変化 学 形態や大学入試改革
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い 情報 収集 在校生や保護者 対 適 情報 信 行

い  

 

行事 見直  

審議中 あ 中学 「 夏 学校 い 検討 授業日

数 確保や落 着い 学習 組 目指 長期的 視 行 全体

見直 や検討  

 

そ 他 

最新 I（T 教育環境 整え く 生徒 ン 教室 利用増大や校 無

線 １A３ 環境整備 向 組 特 希望者対象 講演会や体験学習

会 機会 用意 生徒 知的好奇心刺激  

震災 火災 想定 「 回以 防災訓練 実施 授業や 活動中

怪 防 積極的 原因 析 い 防 啓蒙活動や早期 見

健康的 安全 生徒 生活環境 整備 向 組 実施  

 

   小 学 校  

「01監 度 自立 連帯 創造 教育目標 具現化 新 い教育施策

教師 自 専門 活 教科 一学 全 教師

担当 監 盤 学 完全教科担任制 入 度 実施 振

返 監 盤 学 会 実施 結果 良 く 改善

図 い 柄 浮 彫 「01盤 度 良く

期待 改善 焦 当 解決 図 目指 い

改善 一 解決 いく積 大 学 完全教科担

任制 充実 図 い い 考え い 目指 子

良い 長 繋  

心 必要 児童 対 学級担任 ン 校

長 担任業務 持 い教員 編 適 対応 心 い

ン 専門的 立場 適 言 い

担任業務 持 い教員 当該児童 出 指 等 適 対応 い

ン 並 担任業務 持 い教員 存在 子

長 改善 大 役割 い 期待通 適 対応 必要

児童 長 実感 い 今後 々増え いく

必要 児童 く対応 ン 出勤日 増や

い い 考え い  
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甲南小学校 教員交換事業 200【 年度 実施  

南 学校 教員交換 業 「011 度 約 1 ヶ 間 長期 研修 実施

う 「01監 度 蹊 学校 創立 100 周 関連 行 集中

短期 研修 「01盤 度 通 長期 研修 復活

い 考え い 南 学校 連絡 長期 短期 研修

う 実施 い い 考え い  

長期研修  

蹊 教員 …1「 監 日 ～「「日 木  

短期研修  

蹊 教員 …重 「」 日 金 ～「監 日 日 運動会 

蹊 教員 …「 1盤 日 木 ～18 日 土 学習 表会 

南 教員 …」 1監 日 水 蹊 学校卒業式 

 

   学 園  

一貫教育 強化 

学校 大学 祥寺 ワン ャン 位置 学園 利 活

一貫教育 組 い 社会 存在 知 目標

い 「01監 度 足 学校間連携強化 中心

蹊 ン 等 学校 大学 全員 対象 活動 行い

中大連携 大連携， 高連携等 校 い活動 企画 実施 学

園広報 学園広報 与探継 ン 学校公式 や学園 切a続探継ぞぞず 加え 「01監

度 学園公式 設置 一貫教育 関 特設 い 情

報 信 中高大 教員 構 英語教育

的 情報交換 教育 質 向 い 議論 深 多読 組

，「01盤 度 新 組 い 検討 課外活動 い

TA ン 活動 高大連携 多方面 人的交流 進 蹊学園独自

一貫教育 多方面 推進 い  
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組織 経営基盤 強化 

   大 学  

大学 バ ン 改革 

「01『 度 「01監 度 学校教育法改 蹊教育再生検討委員会答

基 く全学的教学 ネ ン 改革 検討 整備 行い 「01監 度 改 学長選

考規則 基 く学長 選考 行わ 「01盤 度 い 新学長 副学

長 「 置く新 体制 副学長 「 掌 明確化 含 意思決

定 あ 方や組織 各種委員会 大学 ン い 総 的 再検証

改善 組 い  

 

IR (Instじtutじonal Resear続し) 機能 強化 

「017 度 い IR 機能強化 IR 構築 析 進

果 多く 部署 大学 部質保証／ 検 評価 載 利用

P）（A 活用 い 中期目標 「01」 度 加盟 大学 IR 

ン 学生 ン 「01監 度 い 実施 学 ン

結果 ン 参加大学 結果 比較 析 行い ほ ネ

ン 学生調査 実施 析 学 卒

業時 学生 ン 実施 学 各部署 必要 情報収集 整理

活用方法 検討等 向 検討や準備 行い 時実行 い  

 

私立大学等改革総合支援事業へ 取組 

大学力 向 私立大学等 組織的 体系的 組 大学改革 基 充

実 図 経常費 施設費 設備費 一体 的 支援 私立大学等改

革総 支援 業 補 金 対 「01盤 度 い ：建学 精神 生

大学教育 質向 教育 質的転換 択 く 必要 改革 改善 積極

的 組 い ：特色 揮 地域 展 的 支え

大学 く 地域 展 い 武蔵 市 間 「01『 度 包括的連携協

定 締結 大学 地域連携 地域 献推進委員会 設置 「018 度

択 目指 具体的 計画的 組 推進  

 

   中学 高等学校、小学校  

教学部門 バ ン 改革 

中学 高等学校 学校 い 昨 度 審議 い 校長選

出方法 い 規則類 整え 回 校長選出 運用開始 備え  
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   学 園  

事務職員 人事制度改革 

将来 経営 担いう 能 人 育 各自 能力 意欲向 向 人 育

施策 滑 運用 目指 新 人 制度 入や 評価制度

化 出来 最終目標 度 今 度 関 P）（A 回

運用状況 検証 実施 加え今 度 新 学校運営 滑化

高度化 務職員 ワ ン 両立 見据え 新 就業規則 整

備 組  

 

IT バ ン 推進 

情報 関連規則や ン 則 適 管理運用 行い 個人情

報 機密情報 保護 最近 技術動向 踏 え IT投資計画

時見直 全体最適化 図 戦略的 設備投資 ゆ  

 

  卒業生 連携強化 

昨 度 蹊桜祭 学校創立 100 周 ン 位置付 特別企画 実

施 今後 蹊桜祭 い 学園主催 催 行う 学園

卒業生 交流 深 い 「01盤 度 講談師 日向 わ 氏 講談 中

春 伝 ン ン 実施  

学園 寄付協力 念頭 学園支援者 開拓 組織化 関 強化 図

蹊教育応援団 創設 支援者 卒業生 中心

100 周 募金協力者 会員 録 い 関 者 組織化 進

以後 様々 方法 周知 図 録会員 裾 広 い  
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産業界 地域 連携 

 大 学  

企業 適応 た社会人基礎力 醸成 

学生 企業 適応 社会人基礎力 向 産学連携 人

育 丸 ネ 研修 ２BT 「01盤 度 進 い

学 準備研修 問題解決能力 ン力

育 丸 研修 丸 い 第一線 働く企業

方 講師 務 い 企業 あ 提示 課題 対 課題解決

表 企業 方 講演 ワ 実施 経 ン ン

先 課題解決型実習 組 最後 企業 担

当者 招い 学生代表 果 表 行い 「017 度 い 参加企業

参加学生 満足度 80％以 参加学生 卒業時 進路決定率 重監％以 中期目

標 「01盤 度以降 実施 う 実施日程等 変更

入先企業 調整 図 安定的 運用 組  

 

産学連携 共同研究 拡充及び競争的資金 獲得推進 

   「01監 度 理工学研究所 窓口 共 研究 研究 入 体制 運

用 開始 「01盤 度 昨 度 回 件数 型 研究 実

施 う準備 進 い 理工学研究所主催 ン 開催

学 外 活動状況 広く周知 う体制整備 行い 企画運営

課 産学連携 地域連携担当課長 産学連携担当常務理 対外的 窓口

教員 研究案件 い ネ や産学連携 理工学部 展

示参加 共 研究 拡大 い  

公的研究費 管理 査 ン 改 研究活動 行 関

ン 改 伴い 学 研究 ン ン 体制 構築 図

「01盤 度 研究 ン ン 教育や研究倫理教育 充実 伴

競 的資金 請 活性化 研究支援体制 強化 研究支援 進 図

う 支援体制 ふ え 学長 全学的 組

い 環境問題 教育研究課題 い 各種競 的資金 ほ 文科省

私学支援 業 応募 念頭 組 いく体制 整え  

 

生涯学習機会 拡充 

「018 度 い 社会人 生涯学習機会 拡充 対 対応策 検討

計画 具体的 組 行わ い 中期目標 「01盤 度 学 設

定 基 学習 修了者 独自 修了証 修証明書 付 新

い学習 組 蹊 開設 ほ 地域や社会
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ふ え 学習 く 検討 い  

 

地域社会 連携 推進 

「01『 度 武蔵 市 包括的連携協定 締結 伴い 武蔵 市や商店

街 地元企業等 共 や ン 活動 活 展開 い

「01盤 度 組 地域 課題解決 向 関 機関等 ネ ワ

作 推進 課題解決 組 構造化 検討 行い  

 

  学生 ランテ 活動 支援 

「017 度 い ン 活動経験 あ 学生 割 」 後期修了段

い 監0％以 中期目標 検証作業 「01盤 度 」 学生 対

抽出調査 行い  

「01盤 度 昨 度 引 ン 活動参加 く

多様 業や広報活動 行う ン 活動 行う学生 ネ ン

支援 資金面 支援 組 社会活動支援奨学金 東日

大震災被災地 「 度目 実施 計画 い  

 

   各 学 校  

地域 愛さ 成蹊学園 推進 

各校 通う児童 生徒 学生 向 真 地域 愛 学園

目指 大学 「01『 策定 教育実行計画 基 新入生

ン ン 教育 実施や欅並木 立哨 体育会主務会 文化会

集会 呼 等 行 い 中学 高等学校 朝礼等 指

的 実施 生徒 地域清掃 地域 献活動

学校 い 朝会等 い 注意喚起 行う 良い行い い 積極

的 奨励 保護者 方々 理解 協力 得 生徒 自主的 向

 

 


